
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第
三
種
郵
便
物
認
可

〇

〇

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
総
理
府
令
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍

線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
当
該
対
象
規
定
全
体
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、こ
れ
を
削
り
、

改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
新
た
に
追
加
す
る
。

改

正

後

改

正

前

（
事
前
評
価
等
を
要
し
な
い
場
合
）

（
事
前
評
価
等
を
要
し
な
い
場
合
）

第
七
条
の
二

法
第
八
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
の
内
容
が
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

第
七
条
の
二

法
第
八
条
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
同
条
第
一
項
の
許
可
の
申
請
の
内
容
が
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

四

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

四

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
。

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

排
出
水
の
う
ち
、
特
定
事
業
場
に
お
い
て
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
水
又

は
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
使
用
さ
れ
た
水
で
あ
つ
て
、
専
ら
冷
却
用
、
減
圧
用
そ
の
他
の
用
途

で
そ
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
汚
染
状
態
が
悪
化
し
な
い
も
の
に
供
さ
れ
た
水
の
み
を
排
出
す
る
排

水
口
の
位
置
若
し
く
は
数
又
は
排
出
先
を
変
更
す
る
こ
と
（
当
該
排
水
口
以
外
の
排
水
口
に
つ
い
て
排
出

水
の
排
出
の
方
法
に
変
更
が
な
い
場
合
に
限
る
。）。

ロ

排
出
水
の
う
ち
、
特
定
事
業
場
に
お
い
て
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
水
又

は
事
業
活
動
そ
の
他
の
人
の
活
動
に
使
用
さ
れ
た
水
で
あ
っ
て
、
専
ら
冷
却
用
、
減
圧
用
そ
の
他
の
用
途

で
そ
の
用
途
に
供
す
る
こ
と
に
よ
り
汚
染
状
態
が
悪
化
し
な
い
も
の
に
供
さ
れ
た
水
の
み
を
排
出
す
る
排

水
口
の
位
置
若
し
く
は
数
又
は
排
出
先
を
変
更
す
る
こ
と
（
当
該
排
水
口
以
外
の
排
水
口
に
つ
い
て
排
出

水
の
排
出
の
方
法
に
変
更
が
な
い
場
合
に
限
る
。）。

（
指
導
方
針
の
報
告
）

（
指
導
方
針
の
報
告
）

第
十
条

法
第
十
二
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
指
定
物
質
の
排
出
の
状
況
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ

き
事
項
に
関
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
指
導
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に

す
る
も
の
と
す
る
。

第
十
条

法
第
十
二
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
指
定
物
質
の
排
出
の
状
況
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ

き
事
項
に
関
す
る
書
類
を
添
付
し
て
、
指
導
方
針
を
定
め
、
又
は
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
三
十
日
前
ま
で
に

す
る
も
の
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

（
権
限
の
委
任
）

第
十
一
条

法
第
十
二
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
。

た
だ
し
、
環
境
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

第
十
一
条

法
第
十
二
条
の
六
第
二
項
に
規
定
す
る
環
境
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
。

た
だ
し
、
環
境
大
臣
が
自
ら
そ
の
権
限
を
行
う
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
栄
養
塩
類
管
理
計
画
の
公
告
）

第
十
二
条

法
第
十
二
条
の
六
第
九
項
の
規
定
に
よ
る
公
告
は
、
栄
養
塩
類
管
理
計
画
を
定
め
た
旨
及
び
当
該
栄

養
塩
類
管
理
計
画
に
つ
い
て
、
関
係
府
県
の
公
報
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方

法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。）に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
環
境
省
令
第
十
三
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
十
二
条
の
六
第
九
項
及
び
第
十
二
条
の
七

第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

環
境
大
臣

山
口

壯




		2022-03-31T00:20:04+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	国立印刷局より署名済み




